
 高知市長選挙の予定候補者の決定について 
2015年9月11日 民主市政をつくるみんなの会 

 
民主市政をつくるみんなの会（略称「民主市政の会」）は９月8日、今年11月におこなわれる高知市長選

挙にあたり、森敦子さんを擁立してたたかうことを決定しました。 
 

●市民の暮らしに寄り添い、笑顔あふれる高知市を 
岡崎市長は3期12年、大型ハコモノ事業を優先し市民の暮らしを守る施策を後回しにしてきました。国

保料の市独自減免制度の廃止、下水道料金や学童保育料金など各種公共料金、手数料の値上げをすすめてき

ました。いま、「国保料、介護保険料が高すぎて払えない」「子育てがしにくい」「安心して老後がすごせない」

と、不安と批判の声があがっています。 
東日本大震災を受けたあとも市の総合計画を見直すことなく、新庁舎建設と旭駅前再開発など大型事業を

推進し、新庁舎計画は当初の90億円から180億円へと膨れ上がりつつあります。行き過ぎた人員削減とア

ウトソーシング、同和偏重の人権施策、遅れた子育て支援策など、大きな問題を抱えています。 
また消費税増税や原発再稼働、集団的自衛権など、国のすすめるくらし、平和を脅かす方向を容認する立

場をとっていることは重大です。岡崎市長のもとでは、市民の暮らしと健康、安全を守ることはできません。 
民主市政の会は、森敦子さんを市長選挙に擁立し、「市民が主人公」の民主市政を実現し、市民の暮らしに

寄り添い、笑顔あふれる高知市の実現をめざします。 
 

●市長選挙にあたっての重点政策 
①子どもたちの学びの条件整備、子どもの貧困の解決 

②障害児（者）の施策の充実 

③男女平等の観点で、行政全体を見直す 

④福祉、医療の充実 

⑤仕事をつくり、地域循環の経済をつくる 

⑥官民協働の防災拠点づくり 

 

⑦大型事業見直し、身近な事業を重視する 

⑧市民との対話の重視。市民から信頼される市役所

づくり 

⑨環境にやさしい都市づくり 

⑩歴史と文化、夢のあるまちづくり 

⑪非核平和行政の推進 

●森敦子さんの経歴 

・生年月日 1954年8月17日、土佐市生まれ 

・住所   高知市桜馬場2-28-507 

・学歴   高岡第一小学校、高知学芸中学校、高知学芸高等学校、同志社大学文学部を卒業 

・職歴   1979年9月～81年3月、須崎市で臨時教員 

      81年4月～、土佐市、須崎市、佐川町、高知市、日高村で小学校教員 

      2014年3月、退職 

・活動歴  高知県教組青年部長、同副委員長、同障害児教育部書記長、同女性部長、全日本教職員組合障 

害児教育部副部長、ノーマライゼイションの実現と発達保障をめざし、障害児の未来をひらく連絡会事務 

局長などを歴任     

・現在   高知県退職婦人教職員連絡会（退婦教）代表委員 

・名前   本名は國松敦子 


